
　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
４
日

か
ら
17
日
ま
で
の
14
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
工
事

請
負
契
約
の
締
結
や
補
正
予
算

な
ど
７
議
案
を
審
議
し
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
一
般
質
問
で
は
、
14
人
の

議
員
が
町
政
の
問
題
を
た
だ
し

ま
し
た
。

議
案
質
疑

　
　

未
受
診
者
に
電
話
で
検
診

の
呼
び
か
け
を
す
る
予
定
は
な

い
か
。

　
　

呼
び
か
け
は
封
書
で
実
施

し
、
電
話
で
行
う
予
定
は
な
い
。

　
　

大
腸
が
ん
検
診
未
受
診
者

へ
の
対
応
は
。

　
　

そ
の
他
の
が
ん
検
診
（
大

腸
が
ん
検
診
）
に
つ
い
て
は
、

23
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
無
料

ク
ー
ポ
ン
事
業
を
行
う
が
、
今

後
の
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

答答 問問

６
月
定
例
会

段
階
的
に
軽
自
動
車
税
が
上
が
り
ま
す
！

が
ん
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

税
条
例
等
の
一
部
改
正

玉
貫
東
区
で
使
用
す
る

屋
外
ス
テ
ー
ジ
を
購
入

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

働く世代の女性へがん検診を推進　212万6000円
「働く世代の女性支援のためのがん検診推進事業」により、平成21年度から24年度までの無料クーポン券
対象者で子宮頸がん検診・乳がん検診未受診者に、再度、無料クーポン券を郵送します。

コミュニティ助成事業補助金 2団体が採択　500万円

玉
貫
東
区 

2
5
0
万
円

長
胴
太
鼓 

目
有　

 

１
尺
７
寸 

１
台

長
胴
太
鼓 

目
有　

 

１
尺
５
寸 

２
台

桶
胴
太
鼓 

英
哲
型 

１
尺
５
寸 

２
台

と
備
品
を
購
入

和
太
鼓「
鼓
打
舞
」 

2
5
0
万
円

 (財)自治総合センターコミュニティ助成事業助成金が、和太鼓「鼓打舞」と玉貫東区に採択されました。

 

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
新
車

購
入
し
た
も
の
か
ら
、
軽
自
動
車
税

が
上
が
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
新
車
購
入
し
な
け
れ
ば
、

初
度
検
査
年
月
（
車
検
証
表
記
）
か

ら
14
年
を
経
過
す
る
ま
で
、
軽
自
動

車
税
は
上
が
り
ま
せ
ん
。

 
平
成
27
年
度
分
か
ら
軽
自
動
車
税
が
上
が
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
分

か
ら
、
環
境
重

課
が
適
用
さ
れ
、

軽
自
動
車
税
が

上
が
り
ま
す
。

軽
自
動
車

（
四
輪
以
上
の

も
の
）

乗
用　

自
家
用

１
２
９
０
０
円

乗
用　

営
業
用

　

８
２
０
０
円

貨
物
用 

自
家
用

　

６
０
０
０
円

貨
物
用 

営
業
用

　

４
５
０
０
円

軽
自
動
車
（
四
輪
以
上
の
も
の
）

　

乗
用　

自
家
用

　
　

７
２
０
０
円
↓
１
０
８
０
０
円

　

乗
用　

営
業
用

　
　

５
５
０
０
円
↓　

６
９
０
０
円

　

貨
物
用　

自
家
用

　
　

４
０
０
０
円
↓　

５
０
０
０
円

　

貨
物
用　

営
業
用

　
　

３
０
０
０
円
↓　

３
８
０
０
円

原
動
機
付
自
転
車

　

50
㏄
以
下　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
円 

↓ 

２
０
０
０
円

　

50
㏄
超
90
㏄
以
下　
　
　
　
　

１
２
０
０
円 

↓ 

２
０
０
０
円

　

90
㏄
超
１
２
５
㏄
以
下　
　
　

１
６
０
０
円 

↓ 

２
４
０
０
円

自
動
二
輪

　

１
２
５
㏄
超
２
５
０
㏄
以
下　

２
４
０
０
円 

↓ 

３
６
０
０
円

　

２
５
０
㏄
超　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
０
円 

↓ 

６
０
０
０
円

小
型
特
殊
自
動
車

　

農
耕
作
業
用　
　
　
　
　
　
　

１
６
０
０
円 

↓ 

２
４
０
０
円

　

そ
の
他
（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）

4
7
０
０
円 

↓ 

6
0
０
０
円

初度検査年月（車検証表記）から14年を経過した車は
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■
視
察
日

　

６
月
24
日

■
視
察
先　

　

豊
橋
市
「
り
す
ぱ
豊
橋
」

　

浜
松
市
「
Ｔ
ｏ
Ｂ
ｉ
Ｏ
」

　

今
回
、
特
別
委
員
会
で
視
察

し
た
二
つ
の
施
設
は
、
い
ず
れ

も
ご
み
焼
却
施
設
の
余
熱
を
利

用
し
た
屋
内
温
水
プ
ー
ル
で
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
や
ス
タ
ジ

オ
、
入
浴
施
設
を
併
設
し
て
い

る
。 

　

視
察
で
は
、
施
設
内
容
決
定

ま
で
の
手
順
や
施
設
整
備
・
維

持
管
理
な
ど
の
経
費
、
各
施
設

単
位
の
利
用
者
数
の
推
移
や
運

営
上
の
課
題
な
ど
の
聞
き
取
り

を
行
っ
た
。 

　

今
議
会
最
終
日
に
は
、
町
長

よ
り
屋
内
温
水
プ
ー
ル
建
設
推

進
が
表
明
さ
れ
た
。 

　

特
別
委
員
会
は
、
プ
ー
ル
建

設
に
よ
る
町
へ
の
将
来
的
な
財

政
負
担
な
ど
も
検
証
し
な
が
ら
、

安
心
・
安
全
で
、
町
民
に
親
し

ま
れ
る
施
設
の
姿
を
今
後
も
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

屋
内
温
水
プ
ー
ル
建
設
調
査
特
別
委
員
会
報
告

屋
内
温
水
プ
ー
ル
建
設

　
　
　
　
事
業
推
進
を
町
へ
要
望

小
寺　

岸
子

1

一般会計補正予算

税条例等の一部改正

集団的自衛権に関する憲法解釈を
変更することに反対する意見書

 平成26年第2回定例会
青
木　

宏
和

後
藤　

光
明

2 3
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○
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○
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中
川　
　

一

南　
　

賢
治

4 5

○：賛成　×：反対

石
川　

義
治

6

石
原　

壽
朗

7

佐
伯　

隆
彦

鈴
木　

一
也

8 9

青
木　

信
哉

10

福
本　

貴
久

11

岩
瀬　

計
介

森
田　

義
弘

12

大
岩　
　

保

13

本
村　
　

強

14

加
藤
美
奈
子

15

梶
田　
　

進

16

梶
田　
　

稔

採

決

結

果

1817

　

現
在
、
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
を
憲
法
解
釈
の
変
更
に
よ
っ

て
容
認
し
よ
う
と
す
る
動
き
が

急
速
に
強
ま
っ
て
い
る
。

　

変
化
す
る
国
際
情
勢
や
近
隣

諸
国
と
の
緊
張
関
係
の
中
、
現

政
権
の
目
指
す
方
向
性
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
理
解
は
示
す
も

の
の
、
解
釈
の
変
更
は
、
こ
れ

ま
で
の
政
府
見
解
と
異
な
る
も

の
で
あ
る
。

　

安
全
保
障
政
策
は
、
立
憲
主

義
に
基
づ
き
、
憲
法
前
文
と
第

９
条
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ
る

こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
つ
い

て
は
、
そ
の
時
々
の
政
府
の
判

断
で
解
釈
を
変
更
す
る
こ
と
は
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
考

え
る
。

　

よ
っ
て
政
府
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
政
府
見
解
で
あ
る

憲
法
解
釈
を
十
分
に
考
慮
し
た

上
で
、
慎
重
な
審
議
を
重
ね
、

賢
明
な
る
判
断
を
望
む
も
の
で

あ
る
。

　

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
に

お
け
る
特
別
委
員
会
発
足
以
降
、

こ
れ
ま
で
６
回
の
会
議
と
３
箇

所
の
施
設
見
学
を
実
施
し
た
。

　

発
足
当
初
は
、
町
内
各
小
中

学
校
の
プ
ー
ル
老
朽
化
の
現
状

を
中
心
に
調
査
し
て
き
た
が
、

最
近
は
建
設
に
か
か
る
財
政
面

や
建
設
候
補
地
の
立
地
条
件
な

ど
を
調
査
し
て
い
る
。

　

本
定
例
会
に
お
け
る
委
員
長

報
告
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査

結
果
に
基
づ
き
、

①　

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
建
設

候
補
地
は
、
知
多
南
部
広
域
ご

み
処
理
施
設
建
設
予
定
地
の
西

側
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
建
設

予
定
地
の
一
部
に
は
地
役
権
が

あ
る
た
め
、
用
地
に
つ
い
て
は

十
分
な
調
査
・
研
究
を
行
う
こ

と
。

②　

建
設
用
地
に
つ
い
て
は
、

駐
車
場
用
地
も
含
め
十
分
な
面

積
を
確
保
す
る
こ
と
。

の
２
点
に
つ
い
て
、
十
分
考
慮

し
て
事
業
推
進
を
す
る
こ
と
を

町
へ
要
望
し
た
。

　

今
後
は
、
学
校
の
水
泳
授
業

利
用
に
お
け
る
課
題
調
査
に
併

せ
、
住
民
要
望
の
確
認
、
災
害

対
応
や
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
機

能
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
な
ど

を
調
査
・
研
究
し
、
特
別
委
員

会
と
し
て
独
自
の
施
設
概
要
を

ま
と
め
て
い
く
。

意
見
書

集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
憲
法

解
釈
を
変
更
す
る
こ
と
に
反
対

す
る
意
見
書

■りすぱ豊橋での視察研修風景

先
進
地
を
視
察
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